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1巻1号（川那部会長の問題提起から）

• 「20年後に，応用生態工学はいかになってい
るか，いや，土木工学や生態学はいかに変
貌し，さらには解体してしまうのか，これはま
ことに楽しみなことである」

• 境界領域 相互浸透性

• 持続的開発 1992年 リオサミット

• 多自然（型）工法 近自然工法



プロローグ
ECOSET '95 海洋・河川における生態環境技術に関する国際会議

環境一般とともに沿岸の魚礁，河川の魚道

玉井信行さんなど：河川生態環境工学 （東大出版会）
中村俊六さん，水野信彦，森下郁子さんなども含め
生態屋も参加

辻本哲郎さん

山代温泉で研究会
辻本さん(金沢大学)
萱場さん(土木研究所)
私にとっては河川工学者との初めての本格的な接点



応用生態工学会のフレーム（私案）

応用生態工学

学

産

官

生態学工学

学会誌の編集作業現場での実践と検証

大会の運営

政策の立案と実践
政策の提言

モニタリングなど

賛助会員



目標と評価をめぐって

• 健全な生態系
• 生態的再生 Ecological restoration
• 復元目標 潜在自然

• 一般解 vs 個々の場所の保全（復元）目標
• RHS : River habitat study
• HIS: Habitat suitability index
• 多要素の計量指標性 （MMI: multi metric 

index）
• IBI Index of biological integrity



応用生態工学とその将来は？

• 保全再生するための科学技術？サイエンス？

• 生態学のパートナーは

衛生工学（1960-1970年代）から
土木工学へ （1990年ー）

• 大胆な野外実験：土木を基礎にした生態学実験

• 応用生態工学の場（研究室と人材）：第二・三世
代



人と関連して

• 順応的管理 モニタリング

• 協働

• 生態学的持続性

• 世代間公平性

• 経済パラダイムからのシフト

• 環境パラダイム



場をめぐって

• ハビタット （生息場，棲み場所，生活場所，生活史の完結
する場）

• 渓畔林 氾濫原
• 攪乱
• 蛇行復元
• 詳細な場の設計 vs 受動的な場の再生（攪乱などの利
用）

生物をめぐって
• 群集構造 食物連鎖 ピラミッド構造
• 上位性 典型性 特殊性
• 魚道 技術の評価から魚類個体群，群集の評価へ



扱われてきたおもな生物種

• モクズガニ，カブトガニ，ゲンジボタル

• オオクチバスとブルーギル

• サケマス類（サクラマス，シロザケ，イトウ，イ
ワナなど），ヨシノボリ類

• ホシハジロ，チドリ類

• アサザ，バイカモ．ツルヨシ，マコモ，ガマ類

• ヤナギ林を中心にした河畔植物



河川の自然復元

目標景観

地域学

多自然型川づくり

生態的循環と連続性

河川管理における環境



ダム構造物の影響

ダムから物理環境へ（フィル
ター）

上流河川の構造

水辺林の更新

河川連続体の分断

底生動物 SDS仮説
魚類



日本の沿岸環境保全

カブトガニ産卵地

水産工学

生態系保全

漁港漁村整備

貝類アマチュアリズム

新しい海岸制度

ナホトカ号事件



魚道の評価

モクズガニ（長良川河口堰）

稚アユ（同）

農業水路・堰と魚道

「魚ののぼりやすい川づくり」

魚道の評価

水野信彦

中村俊六

和田吉弘



健全な河川とは

河川の健康 IBI-J
健全な河川とは？総合か地か域？



長良川河口堰モニタリング

管理者からの発信（情報
公開）

湛水域のプランクトン

底質と二枚貝

貧酸素水塊



河川環境の保全と復元

日本の現状（管理者の立
場から？）

蛇行復元

永田地区の河原再生

干潟再生

自然共生センター：人工河
川から



標津川再生事業

フレームワーク

河道計画 ２－way?
水質環境

底生動物

魚類

窒素・炭素安定同位体比
分析



表1. 応用生態工学（和文誌）に収載された，特集以外の論文の現場

1-15巻10-15巻6-10巻1-5巻略号巻

0.5650.584 450.500 240.636 14R河川

0.116 0.130 100.083 40.136 3L湖沼

0.143 0.117 90.146 70.227 5Dダム・河口堰

0.116 0.065 50.229 110.045 1RF河畔・河原など

0.088 0.065 50.125 60.091 2WT湿地

0.041 0.065 50.000 00.045 1C海岸

0.075 0.052 40.083 40.136 3T陸域

154 775522論文数



表2. 応用生態工学（和文誌）に収載された，特集以外の論文の対象

1-15巻10-15巻6-10巻1-5巻略号巻

0.122 0.091 70.167 80.136 3AV水生植物

0.156 0.091 70.188 90.318 7TV陸生植物

0.068 0.052 40.104 50.045 1VT魚以外の脊椎動
物

0.3270.390 300.271 130.227 5PS魚

0.184 0.221 170.146 70.136 3IV無脊椎動物

0.020 0.026 20.000 00.045 1PLプランクトン

0.088 0.052 40.146 70.091 2WQ水質

0.170 0.182 140.188 90.091 2HY水理・物理など

0.034 0.013 10.042 20.091 2AN人的

154 775522論文数


